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鳥
羽
耕
史

　
編

『

安
部
公

房

メ

デ
ィ

ア

の

越
境
者
』

　
本
書
は
、

安
部
公

房
が
様
々

な
メ

デ

ィ

ア

の

中

に、

自
ら
の

姿
を
ど

の

よ

う
に

投
影
し、

あ
る

い

は

変
容
さ
せ

て

い

っ

た
か、

ま
さ

し

く
タ
イ
ト
ル

に

謳
わ
れ
て

い

る

「

メ

デ

ィ

ア

の

越

境
者
」

た
る

安
部
の

姿
を

各
論
者
が

描
出
す
る

も
の

で

あ
る

。

　

第
−

部
「

総
論
」

の

冒
頭
で
、

鳥
羽
耕
史
氏
が

総
括
・

課
題

を

提
示
し
た

後、

続
く
リ

チ

ャ

ー

ド
・

カ

リ

チ

マ

ン

論
は
、

安
部
が

評
論
で

展
開
し
た

概

念
や

思

想
を
、

彼
の

社
会
理
論
と

し
て

読
み

直
す

。

　

第
∬

部
「

戯
曲
・

ス
ペ

ク

タ
ク

ル
・

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス
」

で

は

演
劇
に

ま
つ

わ

る

活
動
が

扱
わ

れ
る

。

日

高
昭
二

論
は
、

幽
霊

や
珍
獣
な
ど

の

モ

テ

ィ

！

フ

が、

安
部
演
劇
で

い

か

に

再
編
成
さ
れ
た
か

を

指
摘

す
る

。

木
村

陽

子

論
は、
『

制
服
』

か

ら
『

幽

霊
は

こ

こ

に

い

る
』

に

至

る

安
部
の

活
動
を

追
い

な
が

ら、

演
劇
に

対
す
る

姿
勢
の

更
新
の

さ
ま
を

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

考
察
す
る

。

高

橋

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

信

良

論

は
、

『

未

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

必
の

故
意
』

と

そ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

れ
に

関
連

す
る

シ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ナ

リ
オ

、

実
験
的

佐
々

木

幸

喜

　

舞
台
を

分
析
対
象

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

と

し、

安
部

が

演

　
　
劇
に
「

生

理
的

状
況
把

握
」

を
採

用
し

た

経

緯
を

　
　
検
討
す
る

。

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト
・

キ
ー

論
は

、

ブ

レ

ヒ

　
　
ト
の

提
唱
し
た

異
化
効
果
を
演
劇
に

導
入

す
る

こ

　
　
と
で
、

安
部
が

観
客
を
「

自
覚
的
な
参
加
者
」

と

す

　
　
る
こ

と

を

目
指
し
た
と
結

論
づ

け
た

。

井
川
比

佐

　
　
志

氏
へ

の

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー

で

は
、

安
部
と
の

足

跡

　
　
を

辿

る
。

佐

藤

正

文

論
は

、

“

安

部
公

房
ス

タ

ジ

　
　
オ
〃

で

挑
ん
だ

演
劇
理
念
や

演
技
術
を
紹
介
す
る

。

　
　

　
第
皿

部
「

映
像
と

他
メ

デ

ィ

ア
へ

の

越
境
」

に

　
　
移
ろ
う

。

森
山
直
人
論
は

、

「

記
録
芸
術
の

会
」

解

　
　
散
時
期
と

小
説
『

砂
の

女
』

発
表
時
期
に
着
目
し、

　
　
そ
こ

に

表
現
さ
れ
た
〈

砂
〉

が
「

メ

デ

ィ

ア
一

般

　
　
に

共
通
す
る

倫
理
の

問
題
」

に

通
じ

る

こ

と
を

指

　
　
摘

す
る

。

永
野
宏
志
論
は

、

三

つ

の

メ

デ

ィ

ア
（
小

　
　
説

、

ラ

ジ

オ、

映
画）

に

「

ヴ
ァ

ー

ジ

ョ

ン

化
さ
れ

　
　
た
」

『

砂
の

女
』

を

取
り
上
げ

、

異
化
効
果
を
演
劇

だ

け
で

な

く
他
の

「

芸
術
」

に
も
導
入
し

よ

う
と

し
た

安
部
の

姿
を

探
る

。

守
安
敏
久
論
は

、

音
源

が
公
刊
さ
れ
て

い

る

三

つ

の

ラ

ジ
オ
ド
ラ

マ

を
分

析
対

象
と

し
、

「

物
」

に
変
容
し
た
人
間
に

「

絶
望

的
な
「

笑
い
」

」

を

見
る

。

ジ

ャ

ン

ル

ー

カ
・
コ

ー

チ
論
は
、

写

真
に

関
わ
る

演
劇
や
小
説、

評
論
と

写
真
撮
影
の

技
法
か
ら

、

「

デ

ィ

テ

ー

ル
」

の

読
み

方
を
探
る

。

鳥
羽
耕
史
論
は
、

ボ
ク

シ

ン

グ
を
扱
っ

た
一

連
の

作
品
群
を

取
り
上

げ
、

ボ
ク

サ
ー

か
ら

発
せ
ら
れ
る
「

他
者
の

声
」

が

メ

デ

ィ

ア

の

中
で

ど

の

よ

う
に

変
容
し

て
い

っ

た

か
を
論
じ
る

。

友
田

義
行
論
は

、

日
本
万
国

博
覧
会
（

大
阪
万

博）
に

安
部

が

出

展
し

た

映
画
『

1
日
脚

時
間
』

の

復
元
作

業、

分
析
を
通
し
て、

映
画
作
家
・

勅
使
河
原
宏
と

安

部
と

が
協
働
し
た

創
作
活
動
の

解
明
を

目
指
す

。

　

併
せ
て

収
載
さ

れ

た
倉
橋
健、

大
島
勉
両
氏
の

エ

ッ

セ

イ
・

劇

評
、

友
田
義
行
氏
に

よ
る

年

表
も

相
俟
っ

て
、

非
常
に

刺
激
的
な
一

冊
と
な
っ

て

い

る
。

限
定
さ
れ

た

解
釈
を

拒
む

安
部
作
品
だ
が

、

各
論
が
映
し
出
す
「

安
部
公
房
」

の

姿
は
、

読
者

に

多
く
の

示
唆
を

与
え
て

く
れ

る
。

　（
二

〇
一

三

年
一

二

月
九
日

　
森
話
社
　
四
一

〇

頁

三

六

〇

〇

円
＋

税）
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